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1．背景 と 目的

　 本 研 究 で 対象 とする京 都市
・
桂坂 地 区は民間開発 に よる 大

規 模 住 宅 団 地 で 39 の 建 築協 定地 区か らな っ て い る。
こ れ ら

の 地 区 は
一

人協定か ら始 ま り、更新を 終 え た 地 区 で の 更新率

は 約 90％で 、更新 に 成功 し て い る 地 区 と言 え る。2007年に

は桂 坂地 区に ある各 運 営委 員 会 の 連携 、情報 交換 を 目的 と し

た 「桂 坂 地 区 建築 協定櫨議 会 」 （以 下、協議 会 ） が 発 足 し、
建 築協定の 運 営を超え た ま ちづ く りが 活発 に行 わ れ て い る。
　
一

人 協 定 に 関 して は これ ま で 住民 の 合意 を 踏ま え て い な い

こ とが指摘 され て きた 。 しか し、一
人 協定 地 区が 新 規 開発 地

で あ る こ とか ら、協 定更 新 時期 ま で に開発 業者 に よ る 工 夫や

住民 に よ る ま ち づ く り を 通 じ た 醸成過程が あ る とも 考え ら

れ 、こ の こ とに 注 目 する必 要が ある の で は ない か と思 われ る。
そ こ で 本研 究 の 目的 は、建 築 協 定 の 運 営 実 態 と開発 整備 計

画 の 内容か ら住 民活 動の 過程 に着 目し、桂坂地区 に お けるま

ちづ く りの 展 開 を明 らか にす る こ と を 目的 とす る。
2 ．桂 坂地 区 の 特 色

2−1．桂坂地 区 の概要

　研 究対象の 桂坂地 区 は京都市

西京区 に あ り、都 心 部か ら約

10kmの 場所に 位置す る 住 宅 団；
・

地 で あ る （図 1）。計 画 面 積 は
層

約 130ha、入 ロ 10，981 人、世

帯 ta　3，　310 世 帯 （2005 年 国 勢

調 査 よ り）で あ る。ほ とん どの

建 物 が戸建 住 宅 で 構成 され て お

り、一
部共同住 宅 が あ る。商業

施設 は セ ン タ
ー
地区 に集中 して

い る。

鱗 源 蒋
数

く ；　
tvt！一一‘窄 隔・

　　し
　 　 　 　 　 ．’−Li

補識 翼
寧

轡 で 謂

灘 壷 汐

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 1 ．桂坂地 区 の 位置

　桂坂 地 区 は 〔株 〉 酉 洋環 境開発 に よ っ て用 地 買収され、そ

の 後、日本勤 労者住 宅 協会 と京都 労働者住宅 生活 協同 組 合を

含め た 3 社で 共 同 開発 され た。2001年に 西洋 環境開発 が経営

破綻 し、そ の 後は （株〉西 洋 ハ ウジ ン グが 桂坂 の 事業 を継承 し、
現在 も最 終工 区 の 開発 ・分 譲 が 行 わ れ て い る。
2−2．ア ン ケ

ー
ト譌査 か らみ る桂坂 地 区 の 特 色

　 協 議 会 が 2009 年 に 国 土 交 通省 の
「
住 ま い ・ま ち づ く り担

い 手 事業」 に 選 定 され 、そ の 中で ア ン ケート調 査 を行 っ た．
ア ン ケート調 査 に は 自治連合 会 が協力 し、回収 率 は 63，7％ （配

布 票 数 13584 票、回 収 票 数 ：2285 票 ）だ っ た。ア ン ケ
ー

ト

調 査か ら以 下 の こ とが 明らか とな っ た。
  入 居 者 の 入 居 理 由 ：桂 坂 地 区の 環 境 に魅 力 を感 じ入 居 して

い る割合 が 高い こ とがわ か っ た、
  建 築協 定 の 評価 ； 建築 協定の 内容 の 評価 に つ い て も約 75％
が 「妥 当」 と 回答 して お り内容 へ の 不 満は 少 ない。自洽会別

に 見 て み て も、評価 に 大 き な違い は 見 られ ず協 定 の タイ プ に

よ る評 価 へ の 違 い は ない と 考 え られ る。
  自治会活 動への 参加 度 ： 自治会 活 動 に都合 が合 うとき は 参
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た 世 帯 が多 い と言 え る。
3 ．一人協定の 推移と運営組織に よる活動の 展開

3− 1．挂坂地区の 建築協定運営委員会の 活勤実態

　 建 築 協 定 の 運 営 は、ほ ぼ 自治 会 単位 で 構 成 され た 16 の 建

築協定運 営委員会が 中心 となっ て い る。地 区事情の 異 な る各

運 営 委員 会 の 日常的 運 営実 態 に つ い て ヒ ア リ ン グ調査 か ら以

下の こ とが明 らか に な っ た。
  協定運 営 の 移 管時 期 ： 西洋 環 境 開 発 が 開発 した 地 区 で は、
あ る程度分譲 した 頃 に 住 民側 に 運営 が 移 管 され て い る。一

方、
西洋 環境開発 が 開発 した地 区以 外 で は、自治会発足 と同時に

住 民側 に移管 され て い る。

  委員長の 選 出方法 ： 自治会役員 が 兼任 も し くは 自治 会役 員

を担 当 し た翌年 に 選 出され る 場合が 多い。ま た、前委員長に

よる 推薦 で 決 ま る 地 区 もあ る。
  運 営委員の 任 期 ：ほ とん どの 地 区で 1 年 が多 くな っ て い る．
数 地 区 で は 委員長 を 固定 し、個人 タ イ ミ ン グで 交代 し て い る

地 区 も見 られ た。
  運 営委 員会 の 開催 頻 度 ： 運 営委 員会 を定期 的 に開催 してい

る地 区 は ほ とん ど な く、案件が あ る と きに 随時開催 し て い る

場合が多い 。ま た、委員会を開催せ ず に委員長の 専決で 決め

て い る 地 区も多くあ る。
  運 営委員 会 の 活 動 ： どの 地 区に お い て も主 な活 動 は新 築や

改築時 の 届 出 書の 確認 で ある。地 区 に よ っ て は 西 洋ハ ウジ ン

グ を通 し て い る こ と が 多 く、建 築物 の 確 認 は 主 に 西洋 ハ ウジ

ン グが行っ て い る 所もあ る。
3−2．各地 区 の 更新 状 況 と更 新活 動 実態 〔表 1 ）

　 ヒ ア リン グ調 査か ら各建築協定地 区で 更新活 動内容が 異な

る こ とが明 らか とな り、更新活動 を機会に 、同一自治会領域

に あ る複 数 の 協 定 地 区の 統合、地 区整 備 計画 の 新 規策 定、地

区名 の 変更等の 各地 区の 実情に合わ せ た 取 り組 み が 行われ て

い た。そ の よ うな地 区 で は 長 期間か け て 準備 を行 っ て い る。
　 ま た、更新 作 業 に は 自治 会 の 協力 があ り、自治 会組 織 を活

用 し更新 活 動 を進 め て い くこ とが 不可 欠 だ と言 え る。さ らに、
更 新 作 業 時 期 に マ ン シ ョ ン 建 設 問 題 が 重 な っ て い る 地 区 で

は、住 民 が混 同 して い た り、住 環境 へ の 意識 が 高 ま っ た り と、
地 区外 の 課題 が 更新 に も影 響 して い る こ とが 推 測 で き る。
4 ．桂 坂 地 区開発 整備計 画 に よる住 民活動 の 展開

4−1．桂 坂 地 区の 開発整 備計 画

　 198e 年の 修正 基本計画で は土地利用、人 口 ・住宅、道路交

通、コ ミ ュ ニ テ ィ、近隣セ ン ター、公 園
・
緑地、造成

・
排水、

事 業化 計画 の 見直 しが行 われ て い る。コ ミ ュ ニ テ ィ 計画 で は 、
住 民 自治 組織の 作 りや す い 街 区構成 と コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 核

と な る施設 や組 織づ く りが 考え られ て い る。
　 1988年以 降京都 市で は 建築協 定 地 区 を 増やす 動 き が あ り、
当時 の 協 定 地 区数 が 20地 区 か ら急 増 して い る。2010 年度 現在、
京都 市 内 の 認 可数 68 中 39 地 区が 桂 坂 地 区 で あ る。
4−2，ま ち開 き初期 の ま ちづ く り
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表 1．各 地区 の更新 作 業
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　桂坂地 区で 最初 に 発足 し た 「か え で 自治会」 は、西 洋環境

開発 に よる 分 譲地 で 西 洋 環境 開発 と住 民 が密 接 に 関係 し な が

ら初期の ま ちづ く りが 行わ れお り、  か えで 自治会設 立活動、
  コ ミュニ テ ィ 活 動 （夏祭 り、清掃活 動）、  小 学校、中学

校 の 開校 準備 等 の まちづ く りの 初期 的活 動 を か え で 自治 会の

住民 が 中心 とな っ て 展開 して きた。
4−3．住 民 活動 の 醸 成過程

  桂坂 野鳥遊園 ；桂坂 野鳥遊園 は 1985 年 に 基本 計画が で き、
1991 年 に 開 園 して い る。2000年 に 西 洋 環 境 開発 か ら 京都 市

社 会 福 祉 協議 会 に 野 鳥 園 が寄 贈 され た。「野 鳥遊 園 」 に 改 称

し社協が運 営 管理 を行 われ、住 民の 利 用 に も変 化 が 見 られ る。
  古 墳 の 森 ： 古 墳 の 森 は 、1983 年 に 基 本 計 画 が 作 成 され 、
19S6年 に 着 工 して い る．1987年 に 移 築古墳 の 復 元 作 業 が 完

成 し翌 年 に は イ ベ ン トが 開催 され て い た が 、そ の 後 管理 上 の

問題 か ら閉鎖 されて い た a2010 年か ら有志 の 住民 に よ る古墳

の 森の 保 存活 動 が 動 き出 して い る．
  近 隣セ ン タ

ー
： セ ン タ

ー
地 区 で 空 き地 の ま ま 残 っ て い る 地

区 に お い て、2007年 にマ ン シ ョ ン 建設 が予 定 され、住民 の 反

対運 動 が 起 きた z 建 設 中止 決 定 し た 現在 で も、住 民 で 利活 用

に つ い て 議論が 行われ て い る．
  各公 園 ； ま ち開き初期の 頃は 西 洋環境開発 主催の コ ン サー

トが公 園 を利 用 し て 開催 され て い た。現在 は 、夏 祭 りの 会場

と し て 利 用 され て お り、当初の 計 画通 り現 在も コ ミ ュ ニ テ ィ

広 場 と し て の 役 割 を 担 っ て い る。
  コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 ： 自治 会館 が建 設 され 住 民 の 自治 活 動 の

場 と して 早 くか ら提 供 され て い る。それ に よ っ て 夏祭 りや ク

リ
ー

ン デー
とい っ た 活動を 行 う環 境が 整 っ て い た。

4− 4．住 民組織 醸成 以降 の まちづ く りの 展開

　 2010 年 2 月 の 櫨議 会 会 議 で 担 い 手事 業 終 了 後 も、夢 ま ち

PJ の 実行委員会 の 形式 を残 し 継続 して い くこ とが決定 し た．
6 月 の 会議 で は 、夢ま ち PJ 実行委員会で セ ン ター地 区問題に

つ い て 検 討 して い く こ とが決 ま り、ま た、古 墳の 森 に つ い て

議 論 さ れ 2010 年 度
「
ま ち 歩 き 」 で 占

．
墳の 森を テ

ー
マ に す る

こ とが 検討 され た。夢 ま ち PJ は 桂 坂 地 区全 体 の ま ち づ く り

を 議論する 場 と成長 し て き た こ とが言 える。
5 ．結 論

　ま ち開 き以降約 20 年 間 の 桂坂地 区に お け る ま ちづ く り は、
建築協定 の 運営 と開発整備計画 の 両 側面 が 住民活 動 と相 互 作

用 しなが ら、以 下の よ うに 展 開 し て き た。（図 2）

  住民活 動 の 初動期 ：開 発整備計画 の ＝ ミ ュ ニ テ ィ 計画に あ

る よ うに 開 発 業者の 援助の も と、住民 に よ っ て 自治会設立 や

夏 祭 りの 開催、小 中学校 開校 準備 等 が行 われ た。また、住 民

の 着想 で 緑 道 や公 園 を利 用 した清掃 活動 や 焼 芋等 の 活 動が 活

発 に行 われ た。
  住 民組織 の 醸成 期 ： 自治連 合 会 お よ び そ の 各種 団 体が 設 立

され住民 組織の 体制が整 っ た 頃か ら、自治連合会 を 中心 に 施

設 整備 の 要望 等 の 課 題 に 取 り組 む よ うに な っ た。さらに西 洋

環 境 開発 が破綻 した影 響 と して 、野鳥園 の 管理 問題 や自治会

館用 地 を め ぐっ て 、さらに活発 に 活動を行っ て お り、地区 レ

ベ ル の 課題 に 対 す る 住 民 主体 の 住 環境 管 理能 力 が醸 成 され て

きた。
  ま ち づ く り の 拡 大 期 ：協定 の 更 新時期 を 迎え た 地 区 で は 、
地 区の 実情に 合わせ た更新活 動や 派生的 活 動が展 開 され て い

た。桂坂 地 区全 体で は 協議会 が 発足 し、よ り持 続的 な協 定運

営体 制 が築 か れ て い る a 担 い 手 事業 で 発 足 した夢 まち PJ は、
桂坂 住 民 で あれ ば 自由に 参加 で き る体制 を取 っ て お り、桂 坂

地 区 に お け る各 課 題 に 桂 坂地 区 全体 の 住 民 で 議 論 す る 住 民 組

織 とな っ た。
　 以 上 の よ うに 桂坂 地 区で は、ま ちづ く り が 展 開 し て き た。
特 に

一
人 協定 の 更 新 時期 ま で に 住 民活動 の 醸成 時 期 が あ っ た

こ とが確認 で きた。そ の 後、住 民 に よ るま ちづ く りと協定の

更 新活 動 と が 連動 し、全 協定地 区 が 協 力 し合 うよ うな ま ちづ

く りが展 開 しっ っ あ る。
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　 　 　 　 図 2　 桂坂 地 区に お ける まち　 く りの 展開
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